
 

 

平成２９年９月１３日（水) 仙台市産業振興事業団 会議室Ａ 

〒980-6107 仙台市青葉区中央1丁目3番1号 AER７階 
 電話：022-724-1126 
 

メールまたはファックスで以下の内容をご記入の上ご応募ください 

①セミナー名②お名前（ふりがな）③所属団体名④郵便番号 

⑤住所 ⑥電話番号（携帯可）⑦メールアドレス ⑧ファックス番号 

締切：平成２９年９月８日（金）必着  

【主催】公益財団法人仙台市産業振興事業団  【問い合わせ】 電話 022-724-1126 

開催時間 14：00～16：00 

平成29年度フードビジネス開発支援事業 

プロフィール 

公益財団法人仙台市産業振興事業団 

〒980-6107 仙台市青葉区中央1丁目3番1号 AER7階 

e-mail：shinjigyo@siip.city.sendai.jp/ FAX：022-715-8205 

 応募方法 
 詳しくは裏面をご覧下さい 

 宛  先 

 知って得する食品加工セミナー 

魅力と価値が伝わるパッケージとは 
 ～包装資材の基本機能からデザインまで～ 

先着50名 
受講料 無料  

商工業者・農林漁業者   

          ※詳しくは裏面をご覧下さい。 

●1975年 宮城県仙台市生まれ 

●1995年 株式会社湯浅商店 入社 

        主に塩釜の水産加工場のパッケージの制作に従事 

●2006年 株式会社湯浅商店 代表取締役就任 

●2010年 東北大学 農商工連携プロデューサー育成塾卒業 

●2016年 東北大学RIPS地域イノベーションプロデューサー塾卒塾 

 

 生産者に長期的に関わるパッケージプランナー。価値を引き出す質問

力を駆使し商品価値を高めるパッケージを得意とする。携わった生産者

がグッドデザイン賞、大日本水産会会長賞等、様々な賞を受賞する。

また地域活性化を目的に塩釜でツアーを開催するなど生活者に関わる

事で、生産者の価値、生活者の求めるコトに気づき現在の商品パッ

ケージ開発に役立てている。現在はパッケージのみならず商品のリブラン

ディングをするなど生産者・パートナーとコンセプト開発～販路開拓まで

共に取り組み新しい価値創造の一役を担う。自社は創業40年以上 

でオリジナルパッケージを１万点以上作成、顧客リピート率は90％以

上をほこる。 

 商品の中身は決まっても、パッケージ＝包装が

決まらない、ということを良く聞きます。また、商品

が良くてもデザインによっては、他の商品に埋もれ

てしまうこともあります。  

 そもそも「包装資材」にはどのような基本機能が

あるのか。またデザインはどう考えたらよいのかな

どパッケージの基本をお伝えします。 

【株式会社湯浅商店とは】 

●食品関係が主 水産・農業法人・洋菓子店等様々 

●顧客は長期になることが多く現在最長で40年以上の会社がある 

●宮城県山元町１粒1,000円の『ミガキイチゴ』パッケージ担当 

 （2013年 グッドデザイン賞受賞） 

●資源エネルギー庁『地域の自慢づくりプロジェクト』宮城県女川商品 

  ブランド 『碧のか』パッケージ担当 

●石巻蛤浜 鹿缶グッドデザイン賞2016受賞 

 （コンセプト開発・パッケージ企画・応募書類作成等担当） 

【講 師】   
株式会社湯浅商店 

代表取締役 

パッケージプランナー 

松永 政治氏 



 

 


